
平成 30年度 通学路対策箇所（塩尻中学校） 

 

①＜堀ノ内区＞ 

学校の東側の道路（学校とエプソンの間） 

堀の内信号機から南側駐車場の間  

●スピードを出して通過する車両がある

ので危険。ゾーン３０としてほしい。 

○路面表示を行う。（「通学路」） 

〇カーブ付近にセンターラインを引く。 

〇看板にサンフラッシャー（LED 発光）

を取り付ける。 

 

②＜大門八番町＞ 

塩尻駅前のトヨタレンタカーと駅の間の

横断歩道 

●察知式表示板の「横断中」という表示

が機能していない。 

〇故障中の表示板は、部品がなく修理不

能なため撤去する。 

〇視界を遮っている樹木を伐採する。 

 



平成 30年度 通学路対策箇所（丘中学校）     

①＜広丘野村区＞ 

すみれの丘前の交差路 

●横断歩道がなく、生徒の横断が非常

に危険である。 

○交差点のカラー舗装（青色）を行う。 

〇路面表示を行う。（「スピード落と

せ」、「横断者あり」） 

 

②＜広丘野村区＞ 

丘中学校南側道路と高速道路側道

の交差点 

●歩道から側道横断歩道との連結

が悪く、危険である。 

〇今後の道路改良で、歩道を北側に

移すことで対応。 

 



平成 30年度 通学路対策箇所（広陵中学校） 

②＜高出五区＞ 

ふれあいセンター広丘前交差点～緑ヶ丘交

差点 

（H29年度点検実施） 

●交通量が多いにもかかわらず、道幅が狭

く、歩道がない。 

○Ｈ29点検済みのため点検未実施。 

③＜高出五区＞ 

高原通りのふれあいセンター広丘前交差点

～塩尻会館前あたり 

●交通量が多いにもかかわらず、道幅が狭

く、歩道がない。路側帯も薄くなっている。 

〇路側帯の補修を行う。 

〇今後の道路改良計画を進める中で対応し

ていく。 

 

①＜広丘郷原区＞ 

開拓所踏切 

●遮断機ぎりぎりで待つ生徒がいる。 

〇道路状況により、路面標示等の対応が困難な

ため、引き続き生徒への指導を徹底する。 

 



平成 30年度 通学路対策箇所（塩尻西部中学校）     

①＜洗馬上組区＞ 

琵琶橋付近 

●交通量が多いにもかかわらず、歩道と

車道の区別がない。見通しも悪い。 

〇橋にドットラインを引く。 

〇「通学路注意」の看板を設置する。

 



平成 30年度 通学路対策箇所（両小野中学校）   

②＜北小野大出＞ 

旧伊那街道 大出 津現バス停前

石碑 

●土台はしっかりしているが万一

倒れた場合危険である。 

○区、PTA等の連名で、所有者に、

石垣修理を依頼。（実施済み） 

○学校・PTAで、石垣付近を通ら

ないよう指導する。

 

③＜北小野古町＞ 

旧伊那街道 民家の石垣とせり

出した樹木 

●石垣が崩れ樹木の崩落の危険

がある。 

○学校・PTAで、石垣付近は細

心の注意払いながら通行する、

または通らないよう指導する。

 
 

①＜北小野大出＞ 

旧モンマート大津付近 

●交通量が多く、カーブもきつく歩道も狭

いため歩行者は大変危険である。 

〇引き続き、道路改良等を県に要望してい

く。 

 


